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論　　文　　の　　要　　旨
　スピン偏極した重陽子による原子核反応実験においては，重陽子の偏極度を精度よく測定するこ
とのできるポラリメーターが必要不可欠である。重陽子はスピン1の粒子であるので，ベクトル偏
極分析能iT1lのほかに，3種類のテンソル偏極分析能丁20，T2玉，T22の値が必要となる。
　著者は，3He（d，p）佃e反応が以下の理由で重陽子ポラリメーターとして極めて適切であるこ
とに着目した＝（1）終核4Heが単純な構造をもち，放出陽子スペクトルが孤立した線スペクトルを示す。
（2）反応Q値が大きく（Q＝ユ8，35MeV），放出陽子を散乱槽から容易に大気中にとり出して測定できる。
（3）ポラリメーターの優秀度σT2。、の値が大きい。（4）各分析能丁、、の重陽子エネルギー依存性が小さ
い。以上の観点から，重陽子エネルギーEd＝ユ2から22MeVの範囲に渡って全種類の分析能iTn；T20，
T2ユ，T22および断面積σ（θ）の角度分布が精度よく，初めて測定された。実際の測定は，重陽子
エネルギーE　r12，14，16，18，20，22M1eV，散乱角度範囲θ＝15℃一160℃でおこなわれた。
　さらに，最前方角度θ＝O℃一15℃については，大形単芯線比例計数管を粒子位置検出器として
利用することにより，位置スペクトルから一挙に角度分布を得て，分析能および断面積の測定をお
こなった。
　重陽子ポラリメーターは，その分析能，特にテンソン分析能の絶対値が正確に較正されていなけ
ればならない。著者は，160（d，a）14N（〇十，1st）反応が以下のような特徴をもつことに着
目してこれをおこなった：〇十十1＋→〇十〇十のスピンおよびパリティ構造をもつ反応は，パリティ
および角運動量保存の基に，その反応メカニズム，エネルギー，散乱角に依らず，テンソル分析能
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T20＝1／πT22＝椰という一定値をもつ。
　すべての分析能および断面積の系統的誤差が詳細に検討され，ベクトル分析能iTu，テンソル分
析能丁2、一，断面積σ（θ）のもつ系統誤差は，それぞれO．03，O．04，3％以内であることが判明した。
これらのデータに墓づき，すべての分析能に対して，等高線，Cont㎝r　p1ot，すなわちEd一θ平面上
の丁良q等値線が得られ，3He（d，p）4He反応の重陽子ポラリメーターとしての性能が明白となった。
　次に著者は，反応3He（d，p）4Heの反応メカニズムを解明している。歪曲波ボルン近似（DWBA）
に基づく計算をおこない，この反応が直接反応，特に重陽子ストリッピング反応過程によることを
示した。すなわち，入射重陽子内の申性子は軸道角運動量ゼロ（s波）で標的核に移行されて4He核
を形成し，同時に重陽子内の陽子はこの情報をもって主に前方方向に放出される。計算は，O　Kθ
く120切範囲の微分断面積の絶対値と角度分布を極めて良く実現している。ベクトル分析能iTHの角
度分布の再現性も良い。さらに著者は，（ユ）入射重陽子が標的核氾e内の陽子を1個直接たたき出し，
自身はそのあとに納まる過程，すなわちノック・オン過程，（2）より重い標的核の場合のDWBAでは
無視できることが明白であるが，3He標的では無視が自明できない残留相互作用による効果，の詳し
い評価をおこない，両者の寄与が小さいことを示した。またこの計算で無視した歪曲ポテンシャル
のテンソル相互作用，前記残留相互作用におけるスピン依存型相互作用が，テンソン分析能の角度
分布のより良い再現をもたらす可能性を指摘している。
審　　査　　の　　要　　旨
　この論文のオリジナルティーは，（1）3He（d，p畑eの反応のベクトル分析能iTn，すべてのテンソル
分析能丁20，T2王，T22，および微分断面積σ（θ）を重陽子エネルギーユ2－22M1eVの領域でよい精
度で測定し，この反応の重陽子ポラリメーターとしての性能を確立したこと，（2）3He（d，p）珪He反応の
主な反応メカニズムを解明したことである。（ユ）の結果は，実験原子核物理学に貴重なデータを提供し，
（2）は，原子核物理学における相互作用および核反応の研究に寄与すると思われ，成果は高く評価さ
れてよい。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格があるものとみとめる。
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